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803 ア ス ベ ス ト （温石綿）の細菌 に対する変異原 性

礑 崎大 e
農 ・生 物資源 、

’

株式会社千石）○仲　忠文 、 吉田薗人 、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 千石高史 ＊。小川喜八 郎 、

【目的】ア ス ベ ス トは中皮腫な どのガ ン原因物質 として知 られ．建築物の 取 り壊 しな ど

に ともな い大気中に放 出され 、 生物 へ の毒性や生態系へ の影響が懸念される 。 本研究で

はアスベ ス トの 細菌 に対する毒性を調べ 、毒性発現 の メカ ニ ズム を解析するこ とを 目的

として い る 。

【方法及び結果】Thiob（rcillLas　intermedius
，
　Escherichaa　coifi，　Agrobacteriuem　radiobacter の 3 種

の菌株をアス ベ ス ト （温石 綿）を含む LB液体培地 におい て培養 したとこ ろ 、 い ずれの 菌

株 も20mg 〆ml の ア ス ベ ス トで生育が阻害 された。次ぎに同様の条件で培養後 、 染色体

DNA を抽 出し、ラ ンダム プラ イマ ーを用い たRAPD 法 によ りDNA を増幅 して コ ン トロ
ー

ル

と比較 した とこ ろ．A ．　radiobacter にお い て、　 DNA バ ン ドパ ターン に顕 著な違いが見 られ 、

A ．　rtidiobacter は 実験 に用 いた他の 菌株よ りも変異 を起 こ しや すい こ とが分か っ た 。
　 Asb＋

で増幅 される DNA につ いて 塩基 配 列 を決定する と一部eCcentro皿 er 　protein　B と76 ％ の相 同

性を示 す配列 が存在 した 。 こ の 変異は Asb一の 培地 に戻す と変異は修復され る ので
一

過性

の変異 で ある こ とが 明 らか にな っ た 。

【将来の展望】 アス ベ ス ト類似 の 鉱物 であるカ オ リナイ トやベ ン トナイ ト、 さらにガラ

ス ウール な どの Sio2存在下 で も変異が生 じるか検討 中で ある。

Mutagencsis　of 　chrisol 亘te　asbestos 　to　bacterial　ee 且且．

Oradat
’
umi 　Naka，丁葡 舳 Sengo  

，
　Kihachiro　Ogawa

，
甑 洳 Yos曲 （Dept．　Biol．　Resouce

Sci．，Miyaz 磁 Univ．，＊Seng。ku　Co，，鰄 ．）

【Key 　waor （丑s翌asbcstos ，　toxic亘ty，　mutagen ，　Agrobcrctergum

804 固 定 化 菌体 に よ る 石 油 の 脱 硫 　 一固 定 化 法 の 検 討 一

（京 大 院 ・工 ・生 化 ）○ 内 藤 　 学 、川 本 卓男 、 田 中 渥 夫

目 的 　石 油 の 脱 硫 は 、現 在 ．化 学 触 媒 を 利 用 し た 工 業 的 方 法 が 用 い ら れ て い る が 、
こ の 方 法 で は 脱 硫 し きれ な い 硫 黄 化 合 物 が 存 在 す る 。 ま た 、 こ の 方 法 は 高温 、高 圧

下 で 反 応 を 行 う 必 要 が あ り、 こ の プ ロ セ ス 自身 が 、多大 な エ ネ ル ギ ーを 要 求 す
’
る 問

題 も あ る 。 そ こ で ．我 々 は 、常 温
・常圧 下 で よ く 働 き 、i 化 学触 媒 で は 困難 な 脱 硫 も

効 率 よ く行 う こ と が で き る 可 能 性 が あ る 微 生 物 菌 体 を 用 い た 脱 硫 に 注 目 し た 。そ し

て 、菌 体 の 安 定 性 の 向上 ，反 応 稜 の 菌 体 の 分 離 ・連 続 使 用 を 簡 便 に す る と い う 点 か

ら、 こ れ を 固 定 化 し て 使 用 す る こ と に し 、そ の 検 討 を 行 っ た 。
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